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オレンジ＆パープルツリーを設置し、
暴力根絶に向けて普及啓発します

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
11
月
12
日
～
25
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問長寿支援課
（☎0942･30･9038、FAX0942･36･6845）

セーフコミュニティシリーズは

今号が最終回です高齢者の転倒予防
セーフコミュニティシリーズ⑨

　高齢者のけがは、介護が必要な状態になる原因の一
つです。半数は転倒によるもの。筋力の衰えだけでなく、
発生しやすい生活環境によって起こります。
　転ばない体づくりや住環境づくりが大切です。散歩や
体操などの運動に取り組むほか、玄関マットをしっか
り固定したり、階段に手すりを設置したりするなどの転
倒予防に取り組みましょう。

転ばない体と住環境づくり転ばない体と住環境づくり

滑らないように

床の物を片付ける
ステップ運動で

足腰を鍛える

すぐにできる予防策

■高齢者がけがをした原因

出典：久留米市セーフコミュニティ実態調査
　　 （令和3年）

安全安心まちづくり
セーフコミュニティ
国際認証都市 久留米

転倒（50％）

転落（9％）

接触・衝突（14％）

その他（17％）
交通事故

（3％）

重い物を持った
（7％）

高さ10 ～ 20 ㎝
ほどの踏み台で、
左右の足を入れ
替えながら上り
下りを繰り返す

（65歳以上、負傷者95人）

犯罪被害者に
寄り添う支援を

　11月25日から12月1日は「犯罪被害者週間」
です。弁護士として犯罪被害者支援に尽力して
いる由良清香さんに、被害者の人権について聞
きました。

弁護士としての支援
　司法修習生時代、受け入れ先の事務所の弁護
士に、被害者の支援に関する会議や、被害者と
の面談などに立ち会わせてもらっていました。
これを機に私自身も関心を持つように。弁護士2
年目のとき、未成年の女性が性被害に遭った事
案を受け持ちました。当時、その子はショック
のあまり心を閉ざしていました。「話して」と言
うわけにもいかず、まずは手紙のやりとりから
始めて関係性を築くことに。彼女が徐々に心を
開いてくれ、犯人には重い実刑が下されました。

一人じゃないと思えるように
　被害者は孤立しがちです。その結果、自分を責
めたり、なお一層ストレスをためたりして心の

調子を壊してしまいます。気持ちを聴いてほし
い人、そっとしておいてほしい人、人によって求
めていることはさまざまです。被害者への支援
は、警察をはじめ、検察庁や弁護士会、医療機関、
行政などが連携しながら行います。何を求めて
いるのかを見極め、一人じゃないと思ってもら
えるような支援が大切です。
　「こんなことで弁護士に相談していいのか」と
考え、電話を掛けることをためらう人もたくさ
んいます。本人は小さいことと思っていても、
私たち弁護士からすると実は重大な問題である
ことも珍しくありません。被害者が求める支援
と、本当に必要な支援が合っていないこともよ
くあります。だからこそ、困り事があるときは
ためらわず、まずは相談してください。

寄り添い、支え合う社会に
　「自分は犯罪とは無縁だ」。誰しもがそう思い
ます。だからいざ自分が被害者になったとき、ど
うしたらいいか分からない。犯罪被害者の気持ち
がどれほどのものか想像できず、あたかも被害者
が悪いかのような、心ない言葉を掛けてしまうこ
とがあるのだと思います。ただでさえダメージを
受けている被害者にとって、そのたった一つの言
葉は凶器にもなるんです。相手の気持ちに寄り
添い、支え合う社会を作っていきたいですね。
問安全安心推進課
（☎0942･30･9094、℻0942･30･9706）

「
相
談
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
を

提
案
し
ま
す
」
と
語
る
由
良
さ
ん

りぼん法律事務所の弁護士。
福岡県弁護士会犯罪被害者支
援に関する委員会で副委員長
を務める。犯罪被害者支援を
はじめとしたさまざまな事案
を取り扱う

由良清香さん
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